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１．目的  

江戸川流頭部（図-1）は、茨城県五霞町及び千葉県野田

市関宿付近に位置し、利根川から江戸川への分派点であ

る。分派した水は、農業用水や水道用水等に利用されてお

り、適切な低水分派量を維持することは極めて重要であ

る。近年、利根川の河床低下に伴い、江戸川への低水分派

量は低下している。平成 28 年の渇水時には緊急的な維持

対策として流頭部に根固めブロックの投入を実施した。一

時的に分派率は回復したが、その後のモニタリング調査の

結果、適正な低水分派量を維持するためには、河床切下げ

などの対策が必要である。本稿では、低水時における江戸

川への分派量を確保するため、関宿水閘門にて実施した低水分派対策とその効果について報告する。 

２．施設概要  

関宿水閘門は、平水時の水量調節、洪水時の分流及び舟運を目的に設置された施設である。完成後約 93 年

（昭和 2 年竣工）経過しており、土木学会選奨土木遺産に認定されている。現在の運用状況は、ゲート操作を

実施しておらず、ゲートは常時開の状況である。低水時は水門及び閘門の両施設にて通水しているが、今回は

閘門（幅 9.09m）にて低水分派対策を実施した。 

３．低水分派対策  

低水分派対策の目標分派量は、江戸川の流況が悪い非灌

漑期（11 月～翌年 2 月）の正常流量の確保を目的として、

30.7m3/s（現況+3.3m3/s、分派点上流位置 80.7m3/s 流下時）、

分派率では 38％（現況+4％）と定める。 

低水分派対策は、図-2に示す通り、閘門上流の①護床工

及び②閘門床版を YP+6.77m まで切下げる計画とした（護

床工部最大-0.6m、床版部-0.3m）。切下げる範囲や深度は、

非定常準三次元流計算により効果を検証し決定した。 

各切下げ範囲の構造については、①護床工部は、河床面

を 0.6m 切下げるため、既設低水護岸への影響を最小限と

し、極力通水断面を確保した幅 7.2m（既設護岸前面に土留

鋼矢板を配置）とした。②閘門床版部は、既設床版を 0.3m

削るため、床版の既設鉄筋やゲート開閉に切下げの影響が

無いことを確認した。上記にて設定した諸元にて、図-3に

示す通り工事を実施し、令和 2 年 5 月に完成した。なお、

施工前に施設の詳細調査及び健全度評価を実施し、分派対

策は施設の安全性に影響が無いことを確認した。 
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図-3 低水分派対策施工状況(上流側より望む) 

図-2 低水分派対策イメージ図(閘門部) 

図-1 江戸川流頭部の状況（H30.3 撮影） 
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図-6 低水分派対策前後の流量データ（江戸川分派量 100m3/s 以下） 

４．モニタリング計画 

施工後のモニタリングは、図-4に示すフ

ロー図の通り、江戸川への低水分派量把握

を目的としたモニタリングを計画した。流

頭部上下流に位置する既存 3 観測所（利根

関宿、北関宿、西関宿、図-5）の水位から

推定した流量データを整理し、江戸川の低

水分派量を把握する計画である。また、モ

ニタリングした結果、目標分派量を超過す

る場合は、低水分派量調整対策として局所

的に袋詰玉石を配置し、流量調整すること

で対応する。 

本稿では、既設観測所の流量データを用

いて、施工前後における流況を評価し、低

水分派対策の効果を検証する。 

５．低水分派対策の効果の検証 

低水分派対策前後の江戸川分派前流量（西関宿+北関宿）と江

戸川分派量（西関宿）のデータを図-6に示す。これは、分派対

策前（R1.5.16～R2.5.15）と分派対策後（R2.5.16～R3.2.16）の

100m3/s 以下の江戸川分派量を示したものである。目標である江

戸川分派前流量 80.7m3/s 流下時の江戸川分派量は観測されてい

ないものの、対策前と比べて対策後の江戸川分派量は増加して

いることが分かる。また、100m3/s 以下の江戸川分派量における

低水分派率（=(江戸川分派量÷江戸川分派前流量)×100）の平均

値±標準偏差は、対策前 38.4％±2.8％に対して、対策後 41.8％

±2.2％であり、増加傾向を示している。 

以上より、対策後の直近 9 ヶ月程度

の観測値の比較であり限定的ではある

が、低水分派対策による江戸川分派量

増加の効果を確認した。 

６．おわりに  

江戸川の低水分派量を確保するた

め、関宿閘門にて河床を切下げる低水

分派対策工を施工した。施工後の観測

データにて対策前後の比較を行った結

果、約 9 ヶ月の限定的なデータではあ

るが、分派量は増加し、対策の効果が確

認された。しかしながら、江戸川への適

切な低水分派量を維持することが目標

であることから、今後も継続した低水

分派量のモニタリングを行い、対策の

効果を検証する。 
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図-4 モニタリング計画フロー図 

図-5 観測所位置図 

利根関宿

北関宿

西関宿

閘門
水門

利根川

江戸川

水位流量観測所

R² = 0.9548

R² = 0.9828

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220

江
戸

川
分

派
量

（
西

関
宿

）
（m

3 /
s）

江戸川分派前流量（西関宿＋北関宿）（m3/s）

低水分派対策前（R1.5.16～R2.5.15）

低水分派対策後（R2.5.16～R3.2.16）

江戸川低水分派対策の目標流量

30.7m3/s

80.7m3/s

N=22

N=16

II-172 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - II-172 -


